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表₁₇　₂₀₁₄・₂₀₁₅年度　都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）発掘調査・立会調査一覧

調査次数 調査地区 遺　跡 調査期間 面　積 調査地 担当者 調査要因 掲載頁
（2014年度）
184次 5BHQ-B・Q 檜隈寺周辺 2015.2.2～2015.3.27 377㎡ 明日香村檜前 前川　歩 公園整備 108

（2015年度）
186次 5AJF-L・M 藤原宮大極殿院 2015.4.2～2016.2.26 1,548㎡ 橿原市高殿町 廣瀬　覚

清野陽一
大澤正吾

学術調査 62

187次 5AMQ-B・C 藤原京右京九条二・三坊、
瀬田遺跡

2015.11.25～継続中 2,019㎡ 橿原市城殿町 山本　崇
金　宇大

建物建設 84

185-1次 5BYD-C 山田寺 2015.5.19～2016.3.31 6㎡ 桜井市山田 大澤正吾 擁壁解体
水路改修

60

185-2次 5BHQ-A ～ F・O・R 檜隈寺周辺 2015.6.3～2016.1.14 4,290㎡ 明日香村檜前 大澤正吾
ほか

公園整備 60

185-3次 5BHQ-A ～ F、
5ALK-S

檜隈寺周辺 2015.6.15～2015.11.10 255㎡ 明日香村檜前 金　宇大
ほか

公園整備 60

185-4次 5AJE-R 藤原宮 2015.6.4～2015.6.8 4㎡ 橿原市醍醐町 大澤正吾 住宅建設 60
185-5次 5BHQ-A・B・E・F 檜隈寺 2015.9.15～2016.2.2 265㎡ 明日香村檜前 大谷育恵 公園整備 60
185-6次 5AJE-Q・R 藤原宮 2105.8.3～2015.8.26 54㎡ 橿原市醍醐町 森川　実 住宅建設 60
185-7次 5BMY-E、5AWJ-E 藤原京右京八条二・三坊 2015.10.13～2015.11.20 81㎡ 橿原市城殿町 大澤正吾 住宅建設 80
185-8次 5BKH-Q・R 川原寺 2016.1.12～2016.1.15 84㎡ 明日香村川原 山本　亮 橋梁整備 60
185-9次 5BKH-B・C・Q・R 川原寺 2015.11.24～2015.12.10 775㎡ 明日香村川原 前川　歩

大谷育恵
橋梁整備 60

185-10次 5BOQ-J 奥山廃寺（奥山久米寺） 2015.12.14～2015.12.18 8㎡ 明日香村奥山 山本　亮 住宅建設 86
185-11次 5BMY-N 本薬師寺 2016.1.13～2016.1.25 31㎡ 橿原市城殿町 大谷育恵 畦畔補強 60
185-12次 5AJH-P ～ R 藤原宮 2016.1.22～2016.3.28 1㎡ 橿原市高殿町 清野陽一

ほか
電柱立替 60

185-13次 5AJC-K 藤原宮 2016.2.23 6㎡ 橿原市高殿町 山本　亮 住宅建設 60
185-14次 5AJF-K 藤原宮 2016.3.3 10㎡ 橿原市醍醐町 前川　歩 駐車場整備

トイレ改修
60

185-15次 5AMJ-N 甘樫丘 2016.2.17～2016.2.18 26㎡ 明日香村川原 前川　歩 照明灯移設 60
185-16次 5BOQ-J 奥山廃寺（奥山久米寺） 2016.3.15～2016.3.16 71㎡ 明日香村奥山 山本　亮 住宅建設 60
185-17次 5ALI-J 高松塚周辺 2016.3.8～2016.3.17 140㎡ 明日香村平田 山本　亮 園路舗装修

繕
60

185-18次 5BHQ-A・B・E・F 檜隈寺 2016.3.2～2016.3.18 2㎡ 明日香村檜前 前川　歩 史跡境界杭
設置

60

185-19次 5AJF-Q 藤原宮 2016.3.27～2016.3.30 614㎡ 橿原市醍醐町 山本　亮 水はけ改善 60

表₁₈　₂₀₁₅年度　都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）小規模調査の概要

調査次数 遺　跡 調　査　の　概　要
185-1次 山田寺 特別史跡山田寺跡における擁壁周囲の排水路設置にともなう立会調査。最大で地表下0.6ｍまで掘削したが、擁壁設置時の既掘削土お

よび盛土の中におさまり、遺構面に達しなかった。
185-2次 檜隈寺周辺 国営飛鳥歴史公園内キトラ古墳周辺地区の整備にともなう立会調査。金堂南東の１ヵ所で遺構の存在が予想されたため18㎡ほどを発

掘調査し、平安時代の柱穴２基を確認するとともに、その隣接地の立会調査で、原位置を移動した礎石１点を検出した。そのほか立
会調査では明確な遺構は認められなかった。

185-3次 檜隈寺周辺 国営飛鳥歴史公園内キトラ古墳周辺地区の整備にともなう立会調査。地表下0.5～1.5ｍまで掘り下げたが、明確な遺構は認められな
かった。

185-4次 藤原宮 個人住宅の建て替えにともなって実施した特別史跡現状変更の可否を判断するための試掘調査。古代の遺構面が遺存しているものと
考えられたため、本調査が必要となった。

185-5次 檜隈寺 国営飛鳥歴史公園内キトラ古墳周辺地区の整備にともなう檜隈寺史跡地内の園路造成のための盛土・舗装工事の立会調査。舗装工事
に際して一部おこなった掘削も地表下0.1ｍにとどまり、遺構への影響は生じなかった。

185-6次 藤原宮 醍醐町における個人住宅の新築にともなう発掘調査。調査地は藤原宮北辺部・北面大垣の外側にあたり、宮外濠の北肩が検出される
ものと期待された。調査の結果、外濠は確認できず、その北肩がX-165,742以南にあることが推定されたほか、古代の建物の一部と
みられる柱穴３基と、土坑２基を検出したにとどまった。

185-8次 川原寺 史跡川原寺隣接地の橋梁架設工事にともなう発掘調査。地表下1.9ｍ付近で河川堆積にともなう砂層、2.5ｍ付近で同じく礫層を確認
したが、明確な遺構は認められなかった。川原寺にともなうとみられる瓦が多数出土した。

185-9次 川原寺 橋梁整備工事ならびに第185-8次調査にともなう迂回路設置のための立会調査。地表下0.1ｍまで、排水溝設置部分では地表下0.65ｍまで
掘削したが、明確な遺構は認められなかった。

185-11次 本薬師寺 畦畔補強に起因する現状変更にともなう立会調査。本薬師寺の東塔跡から南にのびる畔の西脇を地表下0.5ｍまで掘削した。掘削は水田床
土下の遺物包含層内におさまり、明確な遺構は認められなかった。

185-12次 藤原宮 朝堂院西地区の指定範囲内とその隣接地における電柱立替工事にともなう立会調査。一部で地表下1.2～1.7ｍほどの掘削をともなったが、
耕作土および床土の範囲内にとどまった。ごく少量の瓦片・土器片が出土した。

185-13次 藤原宮 木之本町の個人住宅建設にともなう浄化槽設置部分の調査。地表下1.9ｍまで掘削し、流路堆積によるとみられる粗砂と細砂の互層を確認
し、土器片のほか自然木が数点出土した。

185-14次 藤原宮 藤原宮跡臨時駐車場内のトイレ用スロープの改修工事にともなう立会調査。現地表面下0.1～0.4ｍの掘削をおこなったが、造成土内におさ
まり、明確な遺構は認められなかった。

185-15次 甘樫丘 国営飛鳥歴史公園甘樫丘地区内の照明撤去および新設にともなう立会調査。撤去部を地表下0.8ｍ、新設部を地表下0.9ｍ、管路部を地表
下0.45ｍまで掘削したが、造成土、床土内におさまり、明確な遺構は認められなかった。

185-16次 奥山廃寺 個人住宅建設にともなう立会調査。地表下0.3ｍまで掘削したが、遺構面には達しなかった。
185-17次 高松塚周辺 特別史跡高松塚古墳および周辺の道路舗装工事にともなう立会調査。地表下0.2ｍまで掘削したが、盛土の範囲内にとどまった。
185-18次 檜隈寺 史跡境界杭設置にともなう立会調査。全39ヵ所を0.25ｍ四方で掘削。史跡指定地周りは地表下0.2〜0.3ｍ、史跡指定地外では地表下0.3〜0.7

ｍ掘り下げた。指定地外で、一部、中世包含層、および地山面を確認したが、明確な遺構は認められなかった。瓦が多数出土した。
185-19次 藤原宮 高殿町の史跡地内における水はけ改善工事にともなう立会調査。盛土施工のみで掘削は生じなかった。

表₁₉　₂₀₁₅年度　都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）現場班編成　※総担当者

春 夏 秋 冬
※廣瀬　　覚（考古第一） 　大谷　育恵（考古第一） 　諫早　直人（考古第一） 　和田一之輔（考古第一）
　尾野　善裕（考古第二） 　森川　　実（考古第二） ※大澤　正吾（考古第二） ※金　　宇大（考古第二）
　川畑　　純（考古第三） ※清野　陽一（考古第三） 　山本　　亮（考古第三） 　清野　孝之（考古第三）
　福嶋　啓人（遺　　構） 　前川　　歩（遺　　構） 　西山　和宏（遺　　構） 　山本　　崇（史　　料）

　山本　　亮（研　　修）
　総括：部長　玉田　芳英 　写真担当：企画調整部写真室 　保存科学：降幡　順子（考古第一）


